
(57)【要約】

【課題】

　本発明の課題は、皮膚表面に穿孔や刺創を作らないた

めに内視鏡の脇に粘膜切開剥離術補助具を導入し、切除

する粘膜をカウンタートラクションすることができ、粘

膜を把持する箇所に粘膜が引っかかることなく、粘膜剥

離後に粘膜を円滑に開放することができる粘膜切開剥離

術補助具を提供することにある。

【解決手段】

　本発明は、長手方向に伸縮する伸縮部材と接続された

操作線の操作により管状部材と管との間隔を可変とし、

粘膜把持部の環内に切開剥離する粘膜を把持することが

できる。そして、伸縮部材により、操作線を操作する力

を直接伝えず、強く粘膜を把持した場合であっても円滑

に粘膜を開放することができる。また、可撓性を備える

ことで体内の形状に対応させることができ、内視鏡とと

もに体内に導入させることができる。すなわち、カウン

タートラクションのために穿孔をあける必要がない。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 粘 膜 を 切 開 剥 離 す る 際 、 前 記 粘 膜 を 持 ち 上 げ る 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 で あ っ て 、
　 管 状 部 材 を 環 状 に 形 成 し 、 そ の 環 内 に 粘 膜 を 挟 み 込 む こ と に よ っ て 当 該 粘 膜 を 把 持 す る
粘 膜 把 持 部 と 、
　 一 端 に 前 記 粘 膜 把 持 部 を 備 え 、 可 撓 性 を 有 す る 管 と 、
　 前 記 管 の 一 端 か ら 前 記 管 状 部 材 の 内 側 を 経 由 し て 、 再 び 前 記 管 の 一 端 か ら 前 記 管 の 内 側
に 挿 通 さ れ 、 長 手 方 向 に 伸 縮 す る 伸 縮 部 材 と 、
　 前 記 管 の 内 側 に 挿 通 さ れ 、 一 端 が 前 記 伸 縮 部 材 の 一 端 及 び 他 端 と 接 続 し 、 前 記 伸 縮 部 材
を 介 し て 前 記 粘 膜 把 持 具 の 環 径 を 可 変 と す る よ う に 操 作 す る 操 作 線 と を 備 え る こ と を 特 徴
と す る 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 粘 膜 把 持 部 は 、 前 記 操 作 線 を 前 記 管 か ら 引 き 出 す よ う な 操 作 に 応 じ て 、 前 記 管 状 部
材 及 び 前 記 操 作 線 で 形 成 さ れ る 環 径 を 小 さ く し て 前 記 粘 膜 を 把 持 し 、
　 前 記 操 作 線 を 前 記 管 に 押 し 入 れ る よ う な 操 作 に 応 じ て 、 前 記 粘 膜 把 持 部 の 環 径 を 大 き く
し て 把 持 し た 前 記 粘 膜 を 開 放 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 粘 膜 把 持 部 は 、 前 記 管 状 部 材 の 一 端 及 び 他 端 と 前 記 管 と が 互 い に 離 間 可 能 に 形 成 さ
れ 、
　 前 記 操 作 線 を 前 記 管 に 押 し 入 れ る よ う な 操 作 に 応 じ て 、 前 記 管 状 部 材 の 一 端 及 び 他 端 と
前 記 管 と の 間 隔 が 離 れ る よ う に 前 記 粘 膜 把 持 部 の 環 径 が 大 き く な り 、
　 前 記 操 作 線 を 前 記 管 か ら 引 き 出 す よ う な 操 作 に 応 じ て 、 前 記 管 状 部 材 の 一 端 及 び 他 端 と
前 記 管 と の 間 隔 が 狭 く な る よ う に 前 記 粘 膜 把 持 部 の 環 径 が 小 さ く な る を 特 徴 と す る 請 求 項
２ 記 載 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 管 状 部 材 は 、 エ ラ ス ト マ ー に よ り 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 伸 縮 部 材 は 、 ス プ リ ン グ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補
助 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 胃 、 食 道 、 大 腸 等 の 粘 膜 を 切 開 剥 離 す る 際 に 、 内 視 鏡 と と も に 導 入 し 、 粘 膜
を 持 ち 上 げ 、 粘 膜 切 開 剥 離 術 を 補 助 す る 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 粘 膜 を 切 開 剥 離 す る 粘 膜 切 開 剥 離 術 に お い て 、 切 開 剥 離 す る べ き 粘 膜 を 持 ち 上 げ
る （ カ ウ ン タ ー ト ラ ク シ ョ ン ） た め の 内 視 鏡 補 助 具 と し て は 、 粘 膜 を 貫 通 し て 把 持 、 牽 引
す る も の が あ る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 Ｇ ａ ｓ ｔ ｒ ｏ ｉ ｎ ｔ ｅ ｓ ｔ ｉ ｎ ａ ｌ 　 Ｅ ｎ ｄ ｏ ｓ ｃ ｏ ｐ ｙ ， ５ ９ （ ２ ）
， ２ ８ ４ ， ２ ０ ０ ４ ， Ｈ ． Ｋ ｏ ｎ ｄ ｏ ， Ｔ ． Ｇ ｏ ｔ ｏ ｄ ａ ， Ｈ ． Ｏ ｎ ｏ ， Ｉ ． Ｏ ｄ ａ ， Ｔ
． Ｋ ｏ ｚ ｕ ， Ｍ ． Ｆ ｕ ｊ ｉ ｓ ｈ ｉ ｒ ｏ ， Ｄ ． Ｓ ａ ｉ ｔ ｏ ， Ｓ ． Ｙ ｏ ｓ ｈ ｉ ｄ ａ
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 内 視 鏡 補 助 具 は 、 体 外 か ら 皮 膚 等 を 貫 通 さ せ て 直 接 粘 膜 を 把 持 、 牽 引 す る も の で
あ る 。 し た が っ て 、 体 外 か ら 内 視 鏡 補 助 具 を 入 れ る た め に 穿 孔 を 設 け る 必 要 が あ り 、 補 助
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具 を 導 入 す る た め に 時 間 が か か る 。 ま た 、 皮 膚 表 面 に 穿 孔 が で き て し ま う 。 さ ら に 、 上 記
の 内 視 鏡 補 助 具 は 、 粘 膜 を 強 く 把 持 す る と 、 粘 膜 を 把 持 す る 箇 所 に 粘 膜 が 引 っ か か り 、 粘
膜 を 開 放 す る こ と が で き な く な っ て し ま う こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 記 実 状 に 鑑 み 、 皮 膚 表 面 に 穿 孔 や 刺 創 を 作 ら な い た め に 内 視 鏡 の
脇 に 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 を 導 入 し 、 切 除 す る 粘 膜 を カ ウ ン タ ー ト ラ ク シ ョ ン す る こ と が
で き 、 粘 膜 を 把 持 す る 箇 所 に 粘 膜 が 引 っ か か る こ と な く 、 粘 膜 剥 離 後 に 粘 膜 を 円 滑 に 開 放
す る こ と が で き る 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 は 、 粘 膜 を 切 開 剥 離 す る 際 、 前 記 粘 膜 を 持 ち 上 げ る 粘 膜
切 開 剥 離 術 補 助 具 で あ っ て 、 管 状 部 材 を 環 状 に 形 成 し 、 そ の 環 内 に 粘 膜 を 挟 み 込 む こ と に
よ っ て 当 該 粘 膜 を 把 持 す る 粘 膜 把 持 部 と 、 一 端 に 前 記 粘 膜 把 持 部 を 備 え 、 可 撓 性 を 有 す る
管 と 、 前 記 管 の 一 端 か ら 前 記 管 状 部 材 の 内 側 を 経 由 し て 、 再 び 前 記 管 の 一 端 か ら 前 記 管 の
内 側 に 挿 通 さ れ 、 長 手 方 向 に 伸 縮 す る 伸 縮 部 材 と 、 前 記 管 の 内 側 に 挿 通 さ れ 、 一 端 が 前 記
伸 縮 部 材 の 一 端 及 び 他 端 と 接 続 し 、 前 記 伸 縮 部 材 を 介 し て 前 記 粘 膜 把 持 具 の 環 径 を 可 変 と
す る よ う に 操 作 す る 操 作 線 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 に よ れ ば 、 長 手 方 向 に 伸 縮 す る 伸 縮 部 材 と 接 続 さ れ た 操
作 線 の 操 作 に よ り 管 状 部 材 と 管 と の 間 隔 を 可 変 と し 、 粘 膜 把 持 部 の 環 内 に 切 開 剥 離 す る 粘
膜 を 把 持 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 伸 縮 部 材 に よ り 、 操 作 線 を 操 作 す る 力 を 直 接 伝 え ず
、 強 く 粘 膜 を 把 持 し た 場 合 で あ っ て も 円 滑 に 粘 膜 を 開 放 す る こ と が で き る 。 ま た 、 可 撓 性
を 備 え る こ と で 体 内 の 形 状 に 対 応 さ せ る こ と が で き 、 内 視 鏡 と と も に 体 内 に 導 入 さ せ る こ
と が で き る 。 す な わ ち 、 カ ウ ン タ ー ト ラ ク シ ョ ン の た め に 穿 孔 を あ け る 必 要 が な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 に よ れ ば 、 長 手 方 向 に 伸 縮 す る 伸 縮 部 材 と 接 続 さ れ た 操
作 線 の 操 作 に よ り 管 状 部 材 と 管 と の 間 隔 を 可 変 と し 、 粘 膜 把 持 部 の 環 内 に 切 開 剥 離 す る 粘
膜 を 把 持 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 伸 縮 部 材 に よ り 、 操 作 線 を 操 作 す る 力 を 直 接 伝 え ず
、 強 く 粘 膜 を 把 持 し た 場 合 で あ っ て も 円 滑 に 粘 膜 を 開 放 す る こ と が で き る 。 ま た 、 可 撓 性
を 備 え る こ と で 体 内 の 形 状 に 対 応 さ せ る こ と が で き 、 内 視 鏡 と と も に 体 内 に 導 入 さ せ る こ
と が で き る 。 す な わ ち 、 カ ウ ン タ ー ト ラ ク シ ョ ン の た め に 穿 孔 を あ け る 必 要 が な い 。 こ れ
に よ り 、 粘 膜 に カ ウ ン タ ー ト ラ ク シ ョ ン を か け ら れ 、 粘 膜 下 層 の 視 野 も 充 分 確 保 す る こ と
が で き る 。 す な わ ち 、 粘 膜 下 層 の 血 管 の 走 行 を 観 察 し や す く す る こ と が で き 、 事 前 に 止 血
で き る よ う に 補 助 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 詳 細 に 説 明 す る 。
な お 、 本 発 明 に お い て は 、 以 下 の 記 述 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し
な い 範 囲 に お い て 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離
術 補 助 具 は 、 粘 膜 を 把 持 す る 粘 膜 把 持 部 １ ０ と 、 一 端 に 粘 膜 把 持 部 １ ０ を 備 え る 管 １ ５ と
、 管 １ ５ の 内 側 に 挿 通 さ れ る 伸 縮 部 材 １ ９ と 、 伸 縮 部 材 １ ９ と 接 続 す る 操 作 線 １ １ と を 有
し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 粘 膜 把 持 部 １ ０ は 、 管 状 部 材 で あ る 管 状 部 １ ０ ０ に よ り 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 粘 膜
把 持 部 １ ０ に は 、 図 ２ の よ う に 、 管 状 部 １ ０ ０ の 内 側 に 後 述 す る 伸 縮 部 材 １ ９ が 挿 通 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 管 状 部 １ ０ ０ の 一 端 と 、 そ の 一 端 の 反 対 側 の 他 端 は 、 管 １ ５ と 互 い に 離 間 可 能 に 形 成 さ
れ て い る 。 詳 細 に は 、 管 １ ５ の 一 端 と 管 状 部 １ ０ ０ と を 繋 ぐ よ う に 、 管 １ ５ に 挿 通 さ れ た
伸 縮 部 材 １ ９ が 、 管 １ ５ の 一 端 か ら 管 状 部 １ ０ ０ の 内 側 を 経 由 し て 、 再 び 管 １ ５ の 一 端 か
ら 管 １ ５ の 内 側 に 挿 通 さ れ 、 伸 縮 部 材 １ ９ の 一 端 と 他 端 が 管 １ ５ の 内 側 で 操 作 線 １ １ の 一
端 と 接 続 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 管 状 部 １ ０ ０ の 他 端 と 管 １ ５ と が 伸 縮 部 材 １ ９ を 介 し て 離
間 可 能 に 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、 粘 膜 把 持 部 １ ０ は 環 状 と な り 、 操 作 線 １ １ の 操 作 に よ り
、 伸 縮 部 材 １ ９ を 介 し て 、 そ の 環 径 の 大 き さ を 可 変 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 管 状 部 １ ０ ０ は 、 可 撓 性 を 有 す る 素 材 で 、 ゴ ム や 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー と い っ た エ
ラ ス ト マ ー を 使 用 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 ゴ ム を 使 用 す る こ と で 、 切 開 剥 離 す る 粘 膜
や そ の 粘 膜 に 備 え 付 け た 医 療 用 ク リ ッ プ 等 が 滑 り 落 ち る こ と を 防 止 し 、 的 確 に 把 持 す る こ
と が で き る 。 ま た 、 粘 膜 を 直 接 把 持 し た 場 合 、 粘 膜 に 傷 を つ け る こ と を 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 管 １ ５ は 、 第 １ 可 撓 管 １ ２ と 第 ２ 可 撓 管 １ ３ と 第 ３ 可 撓 管 １ ４ と に よ り 構 成 さ れ 、 そ れ
ぞ れ 可 撓 性 を 有 し て い る 。 管 １ ５ が 可 撓 性 を 有 す る こ と に よ り 例 え ば 口 腔 や 食 道 等 の 器 官
、 臓 器 等 の 体 内 の 形 状 に 対 応 す る こ と が で き 、 図 示 さ れ て い な い 内 視 鏡 と と も に 体 内 に 導
入 す る こ と が で き る 。 ま た 、 操 作 線 １ １ を 操 作 す る こ と で 、 粘 膜 把 持 部 １ ０ は 、 管 状 部 １
０ ０ で 粘 膜 を 把 持 し 、 粘 膜 剥 離 方 向 に 対 応 さ せ て 粘 膜 把 持 部 １ ０ を 回 転 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 第 １ 可 撓 管 １ ２ は 、 可 撓 性 を 有 す る 管 状 の ス プ リ ン グ で 、 図 ３ の よ う に 、 こ の ス プ リ ン
グ の ピ ッ チ Ｐ １ が 広 が っ た り 狭 ま っ た り す る こ と で 長 手 方 向 に 伸 縮 す る 。 そ し て 、 第 １ 可
撓 管 １ ２ は 、 第 ２ 可 撓 管 １ ３ と 接 続 し て い る 。 こ の 第 １ 可 撓 管 １ ２ は 、 粘 膜 把 持 部 １ ０ を
管 １ ５ に 対 し て 任 意 に 撓 ま せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 粘 膜 の 剥 離 方 向 に あ わ せ て 粘 膜
把 持 部 １ ０ の 向 き を 可 変 と す る こ と が で き 、 粘 膜 剥 離 の 際 の 操 作 性 が 向 上 す る 。 第 １ 可 撓
管 １ ２ の 可 撓 性 は 、 ス プ リ ン グ の ピ ッ チ Ｐ １ が 狭 ま る と 撓 み に く く な る 。 す な わ ち 、 第 １
可 撓 管 １ ２ は 長 手 方 向 に 縮 む こ と で 撓 み に く く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 第 ２ 可 撓 管 １ ３ は 、 可 撓 性 を 有 す る 管 状 の 部 材 で 、 第 １ 可 撓 管 １ ２ 及 び 第 ３ 可 撓 管 １ ４
と 接 続 し て い る 。 そ し て 、 こ の 第 ２ 可 撓 管 １ ３ の 可 撓 性 は 、 第 １ 可 撓 管 １ ２ の 可 撓 性 と 異
な り 、 よ り 撓 み 難 い も の で あ る 。 第 ２ 可 撓 管 １ ３ は 、 下 記 で 説 明 す る 第 ３ 可 撓 管 １ ５ と 第
１ 可 撓 管 １ ２ と を 中 継 す る も の で あ り 、 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 の 導 入 や 粘 膜 把 持 部 １ ０ の
回 転 と い っ た 動 作 を 円 滑 に 行 な わ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 第 １ 可 撓 管 １ ２ の 過 度 な 撓 み
を 抑 制 し 、 操 作 性 を よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 第 ２ 可 撓 管 １ ３ の 材 質 と し て は 、 第 １
可 撓 管 １ ２ よ り も 撓 み 難 い 程 度 の 可 撓 性 を 有 す る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ る も の で は な
い 。 例 え ば 、 第 １ 可 撓 管 １ ２ と は 異 な る 可 撓 性 の ス プ リ ン グ 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 ３ 可 撓 管 １ ４ は 、 可 撓 性 を 有 す る 管 状 の 部 材 で 、 第 ２ 可 撓 管 １ ３ 及 び 操 作 部 １ ８ と 接
続 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 第 ３ 可 撓 管 １ ４ の 可 撓 性 は 、 第 ２ 可 撓 管 １ ３ の 可 撓 性 と 異 な
り 、 よ り 撓 み 難 い も の で あ る 。 第 ３ 可 撓 管 １ ４ は 、 可 撓 性 を 有 す る も の の 適 度 な 直 線 性 を
有 し て お り 、 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 の 器 官 や 臓 器 へ の 導 入 を 容 易 と す る こ と が で き る 。 ま
た 、 粘 膜 把 持 部 １ ０ を 回 転 さ せ る た め に 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 を 回 転 す る 際 、 こ の 回 転 を
第 ２ 可 撓 管 １ ３ 及 び 第 １ 可 撓 管 １ ２ を 介 し て 的 確 に 粘 膜 把 持 部 １ ０ に 伝 え る こ と が で き る
。 こ の 第 ３ 可 撓 管 １ ４ の 材 質 と し て は 、 第 ２ 可 撓 管 １ ３ よ り も 撓 み 難 い 程 度 の 可 撓 性 を 有
す る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 塩 化 ビ ニ ル や ポ リ エ チ レ ン 等 の
樹 脂 製 の 管 を 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 管 １ ５ は 、 第 １ 可 撓 管 １ ２ 、 第 ２ 可 撓 管 １ ３ 及 び 第 ３ 可 撓 管 １ ４ に よ り 構 成
さ れ る 。 こ の 管 １ ５ は 、 図 ４ の よ う に 内 側 に 伸 縮 部 材 １ ９ と 図 ５ の よ う に 内 側 に 操 作 線 １

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-307000 A 2007.11.29



１ を 挿 通 し て お り 、 管 １ ５ の 内 部 で 、 伸 縮 部 材 １ ９ の 一 端 と 他 端 が 操 作 線 １ １ の 一 端 と 接
続 し て い る 。 そ し て 、 こ の 管 １ ５ に 備 え ら れ た 粘 膜 把 持 部 １ ０ の 操 作 を 、 粘 膜 把 持 部 １ ０
が 接 続 さ れ て い る 一 端 と は 反 対 側 の 一 端 で あ る 管 １ ５ の 他 端 か ら 出 さ れ た 操 作 線 １ ５ の 他
端 で 行 な う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 管 １ ５ の 粘 膜 把 持 部 １ ０ を 有 す る 一 端 と は 反 対 側 の 他 端 に は 、 そ の 一 端 が 接 続 さ れ た 操
作 管 １ ８ が 備 え ら れ る 。 こ の 操 作 管 １ ８ は 、 管 １ ５ の 第 ３ 可 撓 管 １ ４ に 接 続 さ れ て い る 。
こ の 操 作 管 １ ８ を 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 を 導 入 す る 体 内 に 対 し て 押 し 入 れ る 又 は
引 き 出 す こ と に よ っ て 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 の 体 内 へ の 導 入 、 引 き 出 し を 行 な い 、 粘 膜 把
持 部 １ ０ の 位 置 を 把 持 す る 粘 膜 の 位 置 に あ わ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 操 作 管 １ ８ を
管 １ ５ の 軸 を 中 心 に 回 転 さ せ る こ と で 、 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 全 体 を 管 １ ５ の 軸 を 中 心 に
回 転 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 伸 縮 部 材 １ ９ は 、 可 撓 性 を 有 す る 管 １ ５ の 内 径 よ り も 細 い ス プ リ ン グ で 、 図 ３ の よ う に
、 こ の ス プ リ ン グ の ピ ッ チ Ｐ ２ が 広 が っ た り 狭 ま っ た り す る こ と で 長 手 方 向 に 伸 縮 す る 。
こ の 伸 縮 部 材 １ ９ は 、 第 １ 可 撓 管 １ ２ を 形 成 す る ス プ リ ン グ よ り も 撓 み や す く 、 長 手 方 向
に 伸 縮 し や す い も の で あ る も の が 好 ま し い 。 こ の 伸 縮 部 材 １ ９ は 、 そ の 一 端 が 管 状 部 １ ０
０ の 一 端 か ら 挿 入 さ れ て 他 端 か ら 出 さ れ る よ う に 、 管 状 部 １ ０ ０ の 内 側 を 通 過 し て い る 。
そ し て 、 こ の 伸 縮 部 材 １ ９ の 一 端 及 び 他 端 は 、 第 １ 可 撓 管 １ ２ の 一 端 か ら そ れ ぞ れ 挿 通 さ
れ て い る 。 す な わ ち 、 伸 縮 部 材 １ ９ は 、 そ の 一 端 が 管 １ ５ の 一 端 か ら 管 状 部 １ ０ ０ の 内 側
を 経 由 し 、 再 び 管 １ ５ の 一 端 か ら 管 １ ５ の 内 側 に 挿 通 さ れ て い る 。 そ し て 、 こ の 伸 縮 部 材
１ ９ の 一 端 及 び 他 端 は 、 管 １ ５ 内 で 操 作 管 １ ８ 側 か ら 挿 通 さ れ た 操 作 線 １ １ の 一 端 と 接 続
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 操 作 線 １ １ は 、 可 撓 性 を 有 し 、 図 ６ の よ う に 、 操 作 管 １ ８ 及 び 管 １ ５ の 内 側 に 挿 通 さ れ
、 伸 縮 部 材 １ ９ と 接 続 し て い る 。 こ の 操 作 線 １ １ の 端 部 を 操 作 す る こ と で 粘 膜 把 持 部 １ ０
を 構 成 す る 粘 膜 把 持 部 １ ０ の 環 径 を 可 変 と す る こ と が で き る 。 操 作 線 １ １ は 、 操 作 管 １ ８
、 管 １ ５ の 内 側 に 挿 通 で き 、 伸 縮 部 材 １ ９ を 介 し て 押 し 入 れ る 又 は 引 っ 張 る 操 作 を 粘 膜 把
持 部 １ ０ に 伝 え る こ と が で き る も の で あ れ ば 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 操 作 線 １ １ は 、 操 作 管 １ ８ の 管 １ ５ 側 の 一 端 と は 反 対 側 の 他 端 か ら 挿 通 さ れ 、 操 作
管 １ ８ に 接 続 さ れ て い る 管 １ ５ に そ の ま ま 挿 通 さ れ る 。 そ し て 、 管 １ ５ の 内 側 に 挿 通 さ れ
た 操 作 線 １ １ は 、 伸 縮 部 材 １ ９ の 一 端 及 び 他 端 と 管 １ ５ 内 で 接 続 さ れ る 。 例 え ば 、 伸 縮 部
材 の 一 端 及 び 他 端 の そ れ ぞ れ の 側 面 と 、 操 作 線 １ １ の 側 面 と を 重 ね 合 わ せ て 固 定 す る こ と
で 操 作 線 １ １ と 伸 縮 部 材 １ ９ と を 接 続 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 操 作 線 １ １ の 伸 縮 部 材
１ ９ に 接 続 さ れ て い な い 端 部 は 、 操 作 管 １ ８ の 管 １ ５ に 接 続 さ れ た 一 端 と は 反 対 側 の 他 端
か ら 出 さ れ て い る 。 こ の 端 部 は 、 操 作 線 １ １ を 管 １ ５ に 対 し て 押 し 入 れ る 又 は 引 き 出 す 操
作 に 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 操 作 線 １ １ は 、 図 ７ の よ う に 、 操 作 管 １ ８ に 押 し 入 れ る 又 は 引 き 出 す 操 作 を す る こ
と で 、 管 状 部 １ ０ ０ 及 び 伸 縮 部 材 １ ９ と に よ り 環 状 に 形 成 さ れ る 粘 膜 把 持 部 １ ０ の 環 径 の
大 き さ が 可 変 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 操 作 線 １ １ を 操 作 管 １ ８ 及 び 管 １ ５ に 押 し 入 れ る よ う に 操 作 す る と 、 伸 縮 部 材 １ ９
が 粘 膜 把 持 部 １ ０ の 方 向 に 押 し 出 さ れ 、 離 間 可 能 に 形 成 さ れ て い る 管 状 部 １ ０ ０ の 一 端 及
び 他 端 と 管 １ ５ と の 間 隔 が 大 き く な る 。 そ し て 、 管 状 部 １ ０ ０ と 管 １ ５ と の 間 で 伸 縮 部 材
１ ９ が 撓 み 、 粘 膜 把 持 部 １ ０ の 環 径 が 大 き く な る 。 こ れ に よ り 、 把 持 す る 粘 膜 に 応 じ て 操
作 線 １ １ を 管 １ ５ に 押 し 入 れ る 長 さ を 調 節 し 、 管 状 部 １ ０ ０ の 一 端 及 び 他 端 と 管 １ ５ と の
間 隔 を 調 節 す る こ と が で き 、 把 持 す る 粘 膜 又 は 切 開 剥 離 す る 粘 膜 に 備 え ら れ た 医 療 用 ク リ
ッ プ 等 に 応 じ て 粘 膜 把 持 部 １ ０ の 環 径 の 大 き さ を 適 宜 調 整 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 逆 に 、 こ の 操 作 線 １ １ を 操 作 管 １ ８ か ら 引 き 出 す よ う に 操 作 す る と 、 伸 縮 部 材 １ ９ が 操
作 管 １ ８ の 方 向 に 引 っ 張 ら れ 、 管 状 部 １ ０ ０ の 一 端 及 び 他 端 と 管 １ ５ と の 間 隔 が 小 さ く な
り 、 粘 膜 把 持 部 １ ０ の 環 径 が 小 さ く な る 。 環 径 を 小 さ く し た 粘 膜 把 持 部 １ ０ の 環 内 に 粘 膜
又 は 粘 膜 に 備 え ら れ た 医 療 用 ク リ ッ プ 等 を 挟 み 込 み 、 粘 膜 を 把 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の と き 、 操 作 線 １ １ を 管 １ ５ か ら 引 き 出 す 力 に 応 じ て 、 粘 膜 把 持 部 １ ０ が 粘 膜 を 持 ち
上 げ る 力 を 調 整 す る こ と が で き る 。 粘 膜 又 は 医 療 用 ク リ ッ プ を 単 に 粘 膜 把 持 部 １ ０ で 挟 む
場 合 、 操 作 線 １ １ は 、 管 状 部 １ ０ ０ の 一 端 及 び 他 端 と 管 １ ５ と の 間 隔 が 小 さ く な る 程 度 の
力 で 引 っ 張 れ ば よ い 。 こ の よ う に 、 操 作 線 １ １ を 操 作 管 １ ８ か ら 引 き 出 す よ う に 操 作 し て
、 粘 膜 把 持 部 １ ０ で 粘 膜 や 医 療 用 ク リ ッ プ を 挟 み 、 粘 膜 を 把 持 す る と き 、 操 作 線 １ １ は 、
伸 縮 部 材 １ ９ を 引 っ 張 り 、 図 ８ の よ う に 、 伸 縮 部 材 １ ９ の ピ ッ チ Ｐ ２ を 広 げ る 。 ま た 、 こ
の と き 、 第 １ 可 撓 管 １ ２ の ス プ リ ン グ の ピ ッ チ Ｐ １ は 、 粘 膜 把 持 部 １ ０ が 粘 膜 を 把 持 す る
前 の 状 態 と 変 わ り な い 。 そ の た め 、 粘 膜 把 持 部 １ ０ が 粘 膜 を 把 持 す る 前 と 、 略 同 じ 可 撓 性
を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ し て 、 粘 膜 把 持 部 １ ０ が 粘 膜 を 把 持 し た 後 、 粘 膜 を 剥 離 す る た め に 、 粘 膜 把 持 部 １ ０
は 、 把 持 し た 粘 膜 を 強 く 持 ち 上 げ る 必 要 が あ る 。 こ の 場 合 、 操 作 線 １ １ を 管 １ ５ か ら さ ら
に 引 き 出 す 方 向 に 引 っ 張 る 。 す な わ ち 、 粘 膜 を 剥 離 す る た め に 、 単 に 粘 膜 把 持 部 １ ０ で 粘
膜 を 把 持 し た 状 態 よ り も 強 い 力 で 操 作 線 １ １ を 引 っ 張 る 。 こ の と き 、 伸 縮 部 材 １ ９ は 、 ス
プ リ ン グ の ピ ッ チ Ｐ ２ が さ ら に 広 が り 、 伸 縮 部 材 １ ９ の 張 力 が 増 加 す る 。 こ の と き 、 操 作
線 １ １ を よ り 強 い 力 で 管 １ ５ か ら 引 き 出 す こ と で 、 粘 膜 把 持 部 １ ０ の 管 状 部 １ ０ ０ と 粘 膜
把 持 部 １ ０ が 挟 ん だ 粘 膜 又 は 医 療 用 ク リ ッ プ が 管 １ ５ の 第 １ 可 撓 管 １ ２ に 引 き つ け ら れ る
。 そ し て 、 図 ９ の よ う に 、 第 １ 可 撓 管 １ ２ の ス プ リ ン グ の ピ ッ チ Ｐ １ は 狭 く な り 、 第 １ 可
撓 管 １ ２ が 粘 膜 把 持 部 １ ０ で 粘 膜 を 把 持 す る 前 と 比 較 し て よ り 撓 み に く く な る 。 す な わ ち
、 管 １ ５ 内 を 挿 通 す る 伸 縮 部 材 １ ９ の 張 力 が 増 し 、 第 １ 可 撓 管 １ ２ が 撓 み に く く な る こ と
で 、 第 １ 可 撓 管 １ ２ が 全 体 と し て 堅 く な り 、 粘 膜 が 挙 上 さ れ 、 操 作 管 １ ８ の 操 作 に よ る 回
転 な ど が 伝 達 さ れ や す く な り 、 操 作 が 容 易 と な る 。 こ の よ う に 、 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術
補 助 具 は 、 操 作 線 １ １ を 管 １ ５ か ら 引 き 出 す 力 に 応 じ て 第 １ 可 撓 管 １ ２ の 可 撓 性 を 制 御 す
る こ と が で き 、 操 作 性 が よ り 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 粘 膜 把 持 部 １ ０ に 把 持 さ れ た 粘 膜 又 は 医 療 用 ク リ ッ プ は 、 操 作 線 １ １ を 操
作 管 １ ８ か ら 引 き 出 す 力 を 緩 め た り 、 操 作 線 １ １ を 操 作 管 １ ８ に 押 し 入 れ る 操 作 に よ っ て
、 粘 膜 把 持 部 １ ０ の 環 径 が 大 き く な り 、 開 放 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の と き 、 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 は 、 伸 縮 部 材 １ ９ を 管 状 部 １ ０ ０ の 内 側 を 通
過 さ せ る よ う に 粘 膜 把 持 部 １ ０ を 形 成 し て い る こ と で 、 操 作 線 １ １ を 操 作 す る 力 を 直 接 伝
え な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 強 く 操 作 線 １ １ を 引 っ 張 る こ と で 、 粘 膜 又 は 切 開 剥 離 す る 粘 膜 に 備 え ら れ
た 医 療 用 ク リ ッ プ 等 が 粘 膜 把 持 部 １ ０ と 管 １ ５ と の 間 で 引 っ か か り 粘 膜 又 は 医 療 用 ク リ ッ
プ の 開 放 が で き な く な る と い う 従 来 の 問 題 が 解 決 さ れ る 。 す な わ ち 、 操 作 線 １ １ を 強 く 引
っ 張 っ て も 、 粘 膜 又 は 医 療 用 ク リ ッ プ が 粘 膜 把 持 部 １ ０ と 管 １ ５ と の 間 に 引 っ か か ら な い
。 ま た 、 操 作 線 １ １ を 操 作 線 １ ８ か ら 引 き 出 す 力 を 緩 め る だ け で 、 円 滑 に 把 持 し た 粘 膜 を
開 放 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う に 、 操 作 線 １ １ を 管 １ ５ に 押 し 入 れ る よ う な 操 作 に 応 じ て 、 粘 膜 把 持 部 １ ０ の
環 径 が 大 き く な り 、 操 作 線 １ １ を 管 １ ５ か ら 引 き 出 す よ う な 操 作 に 応 じ て 、 粘 膜 把 持 部 １
０ の 環 径 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 管 １ ５ に 対 し て 操 作 線 １ １ を 押 し 入 れ
る 又 は 引 き 出 す よ う な 操 作 に 応 じ て 粘 膜 把 持 部 １ ０ を 動 か す こ と が で き る 。 粘 膜 の 把 持 と
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開 放 を 容 易 に 行 な う こ と が で き る 。 そ し て 、 剥 離 す る 粘 膜 及 び そ の 粘 膜 に 備 え た 医 療 用 ク
リ ッ プ 等 を 把 持 し 、 粘 膜 に カ ウ ン タ ー ト ラ ク シ ョ ン を か け る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、
粘 膜 下 層 の 視 野 を 十 分 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ ０ 及 び 図 １ １ は 、 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 を 使 用 し て 粘 膜 を 剥 離 す る 工 程 を
示 す 断 面 図 で あ る 。 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 は 、 内 視 鏡 の 脇 に 一 体 と な る よ う に 備
え 付 け ら れ 、 体 内 に 導 入 さ れ る 。 そ し て 、 内 視 鏡 で 映 さ れ る 画 像 を 見 な が ら 、 剥 離 す る 粘
膜 ９ ０ の 周 囲 を 切 り 、 粘 膜 ９ ０ の 一 端 に ク リ ッ プ ９ １ を 備 え 、 生 理 食 塩 水 で 粘 膜 ９ ０ を 浮
か せ る 。 次 に 、 図 １ ０ の よ う に 、 ク リ ッ プ ９ １ を 粘 膜 把 持 部 １ ０ で 挟 み こ み 、 粘 膜 ９ ０ に
カ ウ ン タ ー ト ラ ク シ ョ ン を か け る 。 そ し て 、 図 １ １ の よ う に 、 針 状 メ ス な ど で 粘 膜 ９ ０ の
下 側 を 切 り な が ら 、 粘 膜 ９ ０ を 剥 離 す る 方 向 に 対 応 さ せ て 粘 膜 把 持 部 １ ０ を 動 か し 、 粘 膜
９ ０ を 引 っ 張 る よ う に 剥 離 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う に 、 内 視 鏡 と と も に 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 を 導 入 す る こ と が で き る 。
そ の た め 、 カ ウ ン タ ー ト ラ ク シ ョ ン の た め に 穿 孔 を あ け る 必 要 が な い 。 ま た 、 粘 膜 下 層 の
視 野 も 十 分 確 保 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 粘 膜 下 層 の 血 管 の 走 行 を 観 察 し や す く す る
こ と が で き 、 事 前 に 止 血 で き る よ う に 補 助 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 は 、 上 述 の も の に 限 ら れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 管 １
５ を 構 成 す る 第 １ 可 撓 管 １ １ 、 第 ２ 可 撓 管 １ ２ 及 び 第 ３ 可 撓 管 １ ３ は 、 操 作 性 の 向 上 の た
め に 別 の 部 材 と し た が 、 操 作 性 に 問 題 が な い よ う で あ れ ば 同 一 の 部 材 で 構 成 さ れ た も の で
あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 第 １ 可 撓 管 １ ２ を 第 ２ 可 撓 管 １ ３ 及 び 第 ３ 可 撓 管 １ ４ の 内 側 に 挿 通 さ せ 、 操 作
管 １ ８ と 一 体 と な る よ う に 接 続 し て も 良 い 。 こ れ に よ り 、 内 視 鏡 の 脇 に 本 発 明 の 粘 膜 切 開
剥 離 術 補 助 具 を 一 体 と な る よ う に 固 定 し て も 粘 膜 把 持 部 １ ０ を 容 易 に 動 か し 、 剥 離 す る 粘
膜 と の 位 置 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 は 、 図 １ ２ の よ う に 、 第 ２ 可 撓 管 １ ３ の 第 １ 可 撓
管 １ ２ と 接 続 さ れ て い る 側 の 一 端 に 、 第 ２ 操 作 線 ４ １ を 固 定 す る よ う に 備 え て も よ い 。 こ
の 場 合 、 こ の 第 ２ 操 作 線 ４ １ の 他 端 は 、 第 ２ 可 撓 管 １ ３ 及 び 第 ３ 可 撓 管 １ ４ の 外 側 に 備 え
付 け ら れ 、 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 を 内 視 鏡 と と も に 体 内 に 挿 入 し た 際 に 一 端 が 体
外 に 出 る 程 度 の 長 さ を 有 す る 第 ２ 操 作 線 導 管 ４ ０ に 挿 通 さ れ て い る 。 こ の 第 ２ 操 作 線 導 管
４ ０ は 、 可 撓 性 を 有 す る 。 こ の 第 ２ 操 作 線 ４ １ は 、 第 ２ 操 作 線 導 管 ４ ０ か ら 引 き 出 す よ う
に 操 作 す る こ と で 、 第 ２ 可 撓 管 １ ３ を 撓 ま せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 粘 膜 把 持 部 １
０ の 位 置 を 調 節 す る こ と が 容 易 と な る 。 例 え ば 、 内 視 鏡 の 脇 に 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補
助 具 を 一 体 と な る よ う に 備 え 付 け て も 、 第 ２ 操 作 線 ４ １ を 押 し 入 れ る 又 は 引 き 出 す 操 作 に
応 じ て 粘 膜 把 持 部 １ ０ の 角 度 を 切 開 剥 離 す る 粘 膜 の 位 置 に 合 わ せ る こ と が 可 能 と な る 。 よ
っ て 操 作 性 が 向 上 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る Ａ － Ａ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ で 示 し た 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 の 第 １ 可 撓 管 と 伸 縮 部 材 を 示 す 模 式 図 で あ る
。
【 図 ４ 】 図 １ に お け る Ｂ － Ｂ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に お け る Ｃ － Ｃ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に お け る Ｄ － Ｄ ’ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ で 示 し た 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 の 操 作 線 を 押 し 入 れ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 粘 膜 把 持 部 の 環 径 を 小 さ く し た 際 の 図 ３ で 示 し た 第 １ 可 撓 管 と 伸 縮 部 材 と の 関 係
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を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 粘 膜 を 強 く 把 持 す る 際 の 図 ３ で 示 し た 第 １ 可 撓 管 と 伸 縮 部 材 と の 関 係 を 示 す 模 式
図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 を 使 用 し て 粘 膜 を 把 持 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る
。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 を 使 用 し て 粘 膜 を 剥 離 方 向 に 引 っ 張 っ た 状 態 を
示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 第 ２ 操 作 線 を 備 え た 本 発 明 の 粘 膜 切 開 剥 離 術 補 助 具 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
１ ０ 　 粘 膜 把 持 部
１ ０ ０ 　 管 状 部
１ １ 　 操 作 線
１ ２ 　 第 １ 可 撓 管
１ ３ 　 第 ２ 可 撓 管
１ ４ 　 第 ３ 可 撓 管
１ ５ 　 管
１ ８ 　 操 作 管
１ ９ 　 伸 縮 部 材

【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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